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１． 研究計画の概要 
卵巣子宮内膜症性嚢胞からの癌化が知られ

ているが、生殖年齢層のおよそ10 %が子宮内

膜症に罹患するとされており看過できるもの

ではない。卵巣子宮内膜症性(チョコレート)
嚢胞からの癌化の大部分は明細胞腺癌と類内

膜腺癌であり、明細胞腺癌は欧米に比して本

邦で頻度が高いことが報告されている。これ

らの背景から、世界初の前方視的研究「本邦

における子宮内膜症の癌化の頻度と予防に関

する疫学研究 (JEMS)」を企画した。本研究の

目的は、大規模な統計学的解析により、(1) 卵
巣チョコレート嚢胞の正確な癌化率を算出し

、(2) 患者背景の解析からリスク 因子を抽出

し、(3) 嚢胞摘出術による癌発生の予防効果を

検索することである。研究デザインは前向き

コホート研究およびネステッド・ケース・コ

ントロール研究からなり、全国の医療機関を

受診した30歳以上の卵巣チョコレート嚢胞患

者を対象に4年間で12,000人の患者情報を集

積し、10年間の追跡予後調査を行うものであ

る。また、手術で摘出された卵巣チョコレー

ト嚢胞、ならびに卵巣チョコレート嚢胞を合

併した卵巣明細胞腺癌組織からレーザーマイ

クロダイセクション法にて、異なる組織由来

の上皮細胞群を分離後、RNAを抽出し、DNA
マイクロアレイ解析にて網羅的遺伝子発現情

報を検討する。この解析データを基に、卵巣

チョコレート嚢胞から明細胞癌への発癌に関

与する遺伝子群を検索し、分子生物学的手法

を用いて、それらの機能解析を行う。 

 
２． 研究の進捗状況 
各医療施設における倫理委員会の承認を得

た全国45の施設から患者登録を順次開始して

いる。平成22年度には、第１回の全国予後調

査を終え、卵巣チョコレート嚢胞摘出患者か

らの卵巣癌発生も報告された。登録患者の年

齢、チョコレート嚢胞の大きさ、腫瘍マーカ

ー(CA125)、治療方針などについて詳細なプロ

ファイリングを行っており、現在第2回目の 

予後調査中である。患者登録数が目標に達し

ていないことから、全国の大学病院をはじめ

とする医療施設に参加を募り、施設を拡充し

ている。さらに上述した前方視的研究に加え

、過去3年間を対象期間とした「卵巣チョコレ

ート嚢胞の癌化に関する後方視的研究」を開

始した。癌化症例は閉経前に多いこと、チョ

コレート嚢胞摘出後の癌化症例数が予想より

も多いこと、癌化症例のCA125が必ずしも高

値を示さないこと、腫瘍形成による疼痛が比

較的軽度であることなどが判明した。これら

の成績や進捗状況は、日本産科婦人科学会、

日本産科婦人科内視鏡学会、および日本エン

ドメトリオーシス学会における実務担当者会

議で報告している。 
また、卵巣チョコレート嚢胞 (組織1) およ

びチョコレート嚢胞 (組織2) を合併した明細

胞腺癌組織 (組織3) から異なる3種類の組織

由来の上皮細胞群を分離・RNA抽出を終えた

。続いて、DNAマイクロアレイ(Gene Chip解
析) にて遺伝子発現解析を行った。この解析
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データを基に、卵巣明細胞癌細胞株を用いて

、卵巣チョコレート嚢胞から明細胞癌への発

癌に関与する遺伝子群の検索を行い、それら

の機能解析を開始した。 
 
３．現在までの達成度 
遅れている。 
登録開始後約 2 年が経過した時点で、目標

設定の約 20%の患者登録状況である。 
基礎的研究では、GeneChip 解析に必要とされ
る卵巣チョコレート嚢胞組織からの上皮細
胞由来のサンプル採取ならびに RNA 抽出が
困難であったために、遺伝子解析が遅れた。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度 6 月より、全国の日本産科婦
人科学会員へのパンフレットの配布を企画
しており、新規の研究参加施設を拡充し、 
大幅な患者登録を図る。さらには、電子メー
ルや学会での実務担当者会議ならびに報告
会により、会員の患者登録を喚起する。基礎
的研究に関しては、GeneChip 解析データを得
ており、積極的に研究を推進する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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